
水処理及び汚泥処理フローチャート
東灘処理場

 
 

濃縮汚泥投入量
327
4.22/14

B-DASH汚泥 0
(3号消化タンクのみ)---/---

本場放流
39,362

3/0.118
7.5/300

0.33/13.0

初沈流入
176,790
170/30
35/6,200

4.1/720

本場
反応タンク

本場
最終沈殿池

脱水設備

消毒
設備

砂ろ過設備
(機械用水用)

凡例
水量（流量）[m3/日]
SS[mg/L or ％]/固形物量[t/日]
T-N[mg/L or mg/kg-wet]/窒素量[kg/日]
T-P[mg/L or mg/kg-wet]/りん量[kg/日]

東部スラッジセンターへ 7,178
(うち六甲水リサイクルへ 180）

場内用水 5,340

分場放流
120,087

3/0.36
8.7/1,000

0.59/70

返送汚泥
37,612

余剰汚泥
901
4,730/4.3
400/360
180/160

分場
反応タンク

返送汚泥
80,805

余剰汚泥
1,866
6,410/12.0
450/840
190/350

濃縮汚泥
327

4.22/14

分離水*1
2,440

*1は、差し引き計算
*2は、精製前消化ｶﾞｽ試験成績のﾒﾀﾝ及び二酸化炭素より計算
*3は、ポリ硫酸第二鉄の鉄含有率を13%とし、水酸化鉄として計算

ポリ塩化アルミニウムのアルミニウム含有率は水酸化アルミニウム含有率を
10%とし、リン酸アルミニウムとして計算
脱水用高分子凝集剤はそのまま計算

消化汚泥
794
1.74/14

1,800/1,400
700/560

ろ液*1
667

搬出

68.2
19.2/13.1

(うち薬品固形分*3 1.0)
13,000/890
6,300/430

AT流入(本場)
54,263
50/2.7
30/1,600

3.3/180

最初沈殿池

生汚泥
647
2.40/16

1,200/800
280/180

AT流入(分場)
121,880
50/6.1
30/3,700

3.3/400

魚崎
ポンプ場

流量
調整池

分
水
槽
連
絡
水

沈砂池

流入*1
160,008
150/24
27/4,300

2.9/460

3工区ポンプ場より

向洋ポンプ場より

1,506

消毒
設備

455   
↓

高分子凝集剤
368 kg/日 添加率(2.8 DS%)

ｶﾞｽ発生量
10,502/12 *2

雨水
滞水池

(うちせせらぎ他場外へ 311)

48

73

汚泥
貯留槽

薬品
ポリ硫酸第二鉄 *1
1,440 kg/日

余剰汚泥
濃 縮 機

貯留能力

[30,000ｍ3]

貯留能力

[30,000ｍ3]

消化槽

高分子凝集剤
30 kg/日 添加率(0.22 DS%)

分場
最終沈殿池↑

2,055

スイーツ
調整槽

生汚泥投入量
526
2.40/13

スイーツ調整汚泥量
(余剰濃縮汚泥)0

(分場4系のみ)
ポリ塩化アルミニウム
688 kg/日
添加率(1.23 mg-Al/L)

リン

回収

リン回収汚泥
59
1.64/1.0

精製
装置

エコステーション
331

都市ガス導管注入
2,214

温水ボイラー
1,707

管理棟
280

精製設備供給量
7,989
(有効利用率
76.1％)

余剰燃焼量
2,513

16,760
130/2.2
30/500

3.2/50

砂ろ過設備
(向洋送水用)

逆洗水
453

逆洗水
1,077

次亜塩素酸酸ソーダ溶液
1,427 kg/日 添加率(1.7 mg-Cl/L)

ポリ硫酸第二鉄
2,480 kg/日添加率(18.9 DS%)

次亜塩素酸酸ソーダ溶液
588 kg/日 添加率(1.5 mg-Cl/L)



水処理及び汚泥処理フローチャート
ポートアイランド処理場

＊

沈砂池 最初沈殿 生物反応槽 最終沈殿 消毒設備

流 量
調整池

沈砂池 最初沈殿池 反応タンク 最終沈殿池 消毒設備

流 量
調整池

砂ろ過設備

凡例
水量（流量）[m3/日]
SS[mg/L or ％]/固形物量[t/日]
T-N[mg/L or mg/kg-wet]/窒素量[kg/日]

T-P[mg/L or mg/kg-wet]/りん量[kg/日]

流入
9,630
160/1.54
33/320
3.5/34

＊は、差し引き計算

9,836
110/1.082
35/340
3.5/34

能力 3,200m3

9,811
47/0.46

28/270
2.8/27

返送汚泥 7,506生汚泥
25

3.02/0.76
860/22
170/4.3

余剰汚泥
128

6,710/0.86
550/70
260/33

9,683
0/0.00
7.7/75

0.10/0.97

機械洗浄・冷却
場内用水等 206

9,315
<1/0.00
8.1/76

0.13/1.21

放流(海)

● 4,533

放流(公園）

● 2,434

水リサイクル

● 875

樹木散水
ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ送水
その他

● 55

汚泥貯留槽

洗浄水＊
3

送泥汚泥(東灘へ)  
● 156

0.92/1.4
560/87
230/36

洗浄水(東灘へ)
● 159

処理水量（●印）

9,630 m3/日

放流(緑地）

● 1,418

循環水
12,894

塩化第二鉄溶液 16.7 kg/日
添加率 104mg荷姿/ℓ

PAC 197kg/日
（添加率 1.08mgAl/ℓ）



水処理及び汚泥処理フローチャート
鈴蘭台処理場

循環水

循環水

循環水

  
  

5,099

8,466

場内用水

933

7,264

8,522

高 段
反応タンク

低 段
反応タンク

汚泥
貯留槽

砂ろ過設備

消毒設備

消毒設備

消毒設備

オゾン処理
設 備

低 段
最初沈殿池

最終沈殿池

最終沈殿池

(休止中)
汚泥
貯留槽

高 段
最初沈殿池

分 場
最初沈殿池

分 場
反応タンク

最終沈殿池

沈砂池

オゾン処理
設 備

凡例
水量（流量）[m3/日]
SS[mg/L or ％]/固形物量[t/日]
T-N[mg/L or mg/kg-wet]/窒素量[kg/日]
T-P[mg/L or mg/kg-wet]/りん量[kg/日]

流入
19,604

160/3.1
29/570
2.9/57

新丸山汚水幹線

1,895

6,110

4,830

6,393
200/1.3
31/200 
3.4/22

生汚泥
17.7

2.46/0.44
1,180/21
200/3.5

生汚泥
17.6

3.06/0.54
1,400/25
240/4.2

生汚泥
13.6

3.27/0.44
1,300/18
240/3.3

6,091 
53/0.32
31/190
3.0/18

4,813
63/0.30
33/160
3.4/16

6,380
53/0.34
32/200
3.1/20

送泥汚泥
226

余剰汚泥
62.5

6,570 /0.41
550/34
210/13

余剰汚泥
53.6

7,180/0.38
600/32
240/13

余剰汚泥
61.1

7,000/0.43
580/35
240/15

返送汚泥 3,425

返送汚泥 2,711

返送汚泥 2,847

6,029
2/0.012
6.1/37
0.51/3.1

4,759
2/0.010
5.9/28
0.22/1.0

6,319
0 /0.000
6.8/43 
0.19/1.2

17,107
2/0.034

17,107
0/0.000

場内用水
933

放流

16,174
0/0.00
6.7/110
0.30/4.9

西部処理場へ 5,325（送泥汚泥含む）

余剰汚泥
177

生汚泥
48.9

PAC 151kg/日
（添加率 0.74mgAl/ℓ）

PAC 114kg/日
（添加率 0.95mgAl/ℓ）



水処理及び汚泥処理フローチャート
西部処理場

沈砂池

2系
最初沈殿池

2系
反応タンク

1系
最初沈殿池

1系
反応タンク

最終沈殿池

2系
砂ろ過設備

消化槽

洗浄槽
(貯留槽

として使用）

凡例
水量（流量）[m3/日]
SS[mg/L or ％]/固形物量[t/日]
T-N[mg/L or mg/kg-wet]/窒素量[kg/日]
T-P[mg/L or mg/kg-wet]/りん量[kg/日]

流入
94,476

190/18
32/3,000  

3.4/320

27,889
190/5.0
38/1,100

4.1/110

67,033
200/13.4
44/2,900

5.7/380

生汚泥
273

1.22/3.3
590/160
120/30

生汚泥
365

1.66/6.1
730/270
170/62

27,889
54/1.5
31/900

3.2/90

67,033
77/5.2
40/2,700

4.9/330

最終沈殿池

返送汚泥 23,250

返送汚泥 44,368

余剰汚泥
470

4,870/2.3
420/200
170/80

余剰汚泥
1,234

4,470/5.5
360/440
180/220

消毒設備

消毒設備

1系
砂ろ過設備

放流
27,889
3/0.08

7.9/200
0.20/6.0

放流
64,604
4/0.26

14/900 
0.82/53

場内使用水

場内使用水
3,244

場外･工事利用 6

汚泥
貯留槽

濃縮生汚泥
264

4.72/12

濃縮汚泥
182

4.26/7.8

消化汚泥
438
1.99/8.7

2,200/1,000
840/370 洗浄脱離水

0

給泥汚泥

431
搬出

37
22.3/8.2

(うち薬品分 *3 0.6)
14,000/520
6,800/250

汚泥洗浄水

分離水 *1 
1,522

し尿投入
105

1.06/1.11
710/75
140/14.7

ｶﾞｽ発生量
8,976/10.6 *2

薬品
ポリ硫酸第二鉄
2,146 kg/日(添加率 26.2 DS%)

高分子凝集剤
113 kg/日(添加率 1.4 DS%)

生 汚 泥
濃 縮 機

薬品
高分子凝集剤 4.9 kg/日
(添加率 0.04 DS%)

*1は、差し引き計算
*2は、脱硫前消化ｶﾞｽ試験成績のﾒﾀﾝ及び二酸化炭素より計算
*3は、ポリ硫酸第二鉄の鉄含有率を13％とし、水酸化鉄として

計算し、高分子凝集剤はそのまま計算

分離水 *1 
374

薬品
高分子凝集剤 20 kg/日
(添加率 0.26 DS%)

ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ
脱 水 機

余剰汚泥
濃 縮 機



水処理及び汚泥処理フローチャート
垂水処理場

余剰汚泥
232

4,270/1.0
380/88
100/23

本分場放流
84,201
3/0.253
17/1,400
1.3/110

60.4

沈
砂
池

分場
反応タンク

調整池

分場
最初沈殿池

砂ろ過
設 備

最終沈殿池

分
配
槽

ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ
脱 水 機

消化槽

凡例
水量（流量）[m3/日]
SS[mg/L or ％]/固形物量[t/日]
T-N[mg/L or mg/kg-wet]/窒素量[kg/日]

T-P[mg/L or mg/kg-wet]/りん量[kg/日]

24,823
200/5.0
38/940

4.0/99.3

24,702
40/1.0
33/820
3.0/74.1

返送汚泥
19,233

24,470
<1/0.00
8.7/210
1.2/29

生汚泥
121

2.19/2.6
1,100/130
210/25

28,549
200/5.7
46/1,300
5.2/150

生汚泥
145

2.17/3.1
1,400/200
280/41

28,404
47/1.3

40/1,100
4.0/110

最終沈殿池

返送汚泥
20,854

余剰汚泥
237

4,670/1.11
430/100
110/26

26,105
5/0.131
12.0/310
2.4/63

36,573
190/6.9
47/1,700
5.1/190

本場2系
最初沈殿池

生汚泥移送
212

2.26/4.8
800/170
170/36

36,367
56/2.0

43/1,600
4.4/160

返送汚泥
37,201

余剰汚泥
632

8,480/5.3
6

640/404
280/177

33,626
<1/0.00
22/740
0.79/27

場外利用水
460

分離水 *1
1,544

消化汚泥
566

1.98/11.2
2,230/1,300
700/400

ろ液 *1
584

脱離液 *1
0

濃縮生汚泥
330

4.07/13
搬出
63.3

20.3/12.8
(うち薬品分※3  0.95)

12,000/760
5,900/370

ｶﾞｽ発生量
11,820 m3/日
13.9 ｔ/年

薬品
ポリ硫酸第二鉄(使用量)
2,771kg/日 (添加率 21.6 DS%)
高分子凝集剤(使用量)
265kg/日 (添加率 2.1 DS%)

*1は、差し引き計算
*2は、脱硫前消化ｶﾞｽ試験成績のﾒﾀﾝ及び

二酸化炭素より計算した固形物換算量
*3は、ポリ硫酸第二鉄の鉄含有率を13％

とし、水酸化鉄として計算し、
高分子凝集剤はそのまま計算

生 汚 泥
濃 縮 機

ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ
脱 水 機

分離水 *1
354

37

610

2.8

薬品
高分子凝集剤(使用量)
11.9kg/日
(添加率 0.089 DS%)

余剰汚泥
濃 縮 機

濃縮余剰汚泥
236

4.5/10.6

薬品
高分子凝集剤(使用量)
19.3kg/日
(添加率 0.182 DS%)

本場1系
最初沈殿池

1系
反応タンク

2系
反応タンク

東系
最初沈殿池

東系
反応タンク

最終沈殿池

生汚泥
206

2.38/4.9
1,400/290
280/58

返送汚泥
25,618

最終沈殿池

余剰汚泥
679

4,730/3.2
400/270
140/100

53,090
65/3.5
35/1,860
3.8/202

生汚泥投入
77

消毒
設備

放流
136,568

東系放流
52,367
<1/0.0
5.9/300
0.55/30

東系流入
50,569
190/9.6
37/1,900
3.9/200

東
沈
砂
池

循環水
22,435

2,601

2,198

1780

本場流入
85,110
180/15
32/2,700
3.4/290

35

砂ろ過
設 備

消
毒
設
備

場内用水
91

場内用水
3,663

2,719

53,379

砂ろ過洗
浄排水

284

300

海水混合

放流

(栄養塩管

理運転期)



水処理及び汚泥処理フローチャート
玉津処理場

余剰汚泥

余剰汚泥

放流
73,643
<1/0
12/880

1.3/96
ｶﾞｽ発生量
6,277/7.3*2

沈
砂
池

最初沈殿池 1系
反応タンク

1系
最終沈殿池

調
整
池

消毒設備

砂ろ過
設備

最初沈殿池
1系

最終沈殿池

消化槽

脱 水 機

凡例
水量（流量）[m3/日]
SS[mg/L or ％]/固形物量[t/日]
T-N[mg/L or mg/kg-wet]/窒素量[kg/日]
T-P[mg/L or mg/kg-wet]/りん量[kg/日]

2-2系
反応タンク

2-2系

汚泥
貯留槽

*1は、差し引き計算
*2は、脱硫前消化ｶﾞｽ試験成績のﾒﾀﾝ及び二酸化炭素より計算
*3は、脱水に添加しているポリ硫酸第二鉄の鉄含有率を13％とし、
水酸化鉄として計算。高分子凝集剤はそのまま計算
*4は、R2年11月から混合（生＋余剰）濃縮へ運転変更のため、
生汚泥濃縮機は運転していない。
*5は、業務報告の場内機械用水・雑用水から求めた値。

生 汚 泥
濃 縮 機

34,969

39,707

556
5,030/2.8
400/220
180/100

返送汚泥 24,315

返送汚泥 22,718

477
4,890/2.3
400/190
180/86

75,181
190,14.3
39/2,900
5.0/380

生汚泥
505
1.73/8.7

1,100/560

39,151
<1/0
13/490
1.2/46

34,492
<1/0
12/410
1.5/52

混合（生+余剰）汚泥
1,538

濃縮汚泥
311

4.21/13.1

分離水 *1
1,227

流入
73,544
240/17.7
31/2,300
3.7/270

薬品
ポリ硫酸第二鉄
(脱水使用量)159 kg/日(添加率 2.8 %)
高分子凝集剤
(脱水使用量)140 kg/日(添加率 2.5 %)

構内使用水及び洗浄水
1,369 *5

搬出
30.3

18.4/5.6
(うち薬品分*3 0.18)
12,000/360
5,600/170

ろ液 *1
297

74,676
43/3.2
34/2,500
4.2/310

返流水
1,524

消化汚泥
327
1.79/5.9

2,200/720
740/240

薬品
ポリ硫酸第二鉄（使用量）
1,363 kg/日

余剰汚泥
濃 縮 機

薬品
高分子凝集剤
(濃縮使用量)20.2 kg/日
添加率(0.15 DS%)

混合

汚泥槽

薬品
次亜塩素酸ナトリウム溶液
594 kg/日
添加率(0.97 mg-Cl/L)

*4



焼却施設フローチャート(稼働日数平均)

ケーキ搬入 t/日

乾燥機へ 乾燥機へ

t/日 焼却炉へ 焼却炉へ t/日

t/日 t/日

t/日 t/日

Nm
3
/日 Nm

3
/日

洗浄水 洗浄水

m
3
/日 m

3
/日

m
3
/日 m

3
/日

kg/日 kg/日

焼却灰（乾）

t/日 灰搬出（有効利用）（乾）

t/日

大気放出

灰搬出（加湿処分）

加湿用水 m
3
/日 t/日

t/日,kg/日,m
3
/日は稼働日数における平均値

【稼働日数】

１系 日/年（延べ日数）

２系 日/年（延べ日数）

気体の流れ

凡例 液体の流れ

固形物の流れ

2.06 8.6

179

196

苛性ソーダ 1,349

1.49

2,365 2,374

冷却水 2,868 冷却水 2,807

1,177 983

苛性ソーダ 1,345

8.1

20.6 23.1

都市ガス 都市ガス
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排煙処理塔
ガス量：22,450Nm3/h

空気予熱器
伝熱面積：166m2

廃熱ボイラ
伝熱面積：450m2

蒸気発生量：4,117kg/h

セラミックフィルタ
ガス量：22,090㎥n/h
集塵効率：99.9%

焼却炉
150t/日

ケーキピット

乾燥機
伝熱面積：200m2

蒸発量：50t/日

空気予熱器
伝熱面積：166m2

廃熱ボイラ
伝熱面積：450m2

蒸気発生量：4,117kg/h

セラミックフィルタ
ガス量：22,090㎥n/h
集塵効率：99.9%

排煙処理塔
ガス量：22,450Nm3/h

焼却炉
150t/日

煙突
φ700×51.5m

乾燥機
スクラバ

灰ホッパ
60m3×2基

灰サイロ
97m3×2基

灰加湿機

場外搬出

場外搬出

白煙防止器

各系列廃熱ボイラ

乾燥機
スクラバ

１系

乾燥機
伝熱面積：200m2

蒸発量：50t/日

２系
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